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◎全員賛成　▽賛成多数

れ可決決されさ 案件た案れたされたれたされれ決されさされたれれ可決さ可決 た案れたたた案た案されれ
（要旨）（（要旨）要旨

可決された案件
（要旨）

◎
福
生
市
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
の
施

行
に
伴
い
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣

言
が
さ
れ
た
場
合
に
、
市

長
が
設
置
す
る
福
生
市
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
本
部
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
対
策
本
部
条
例
は

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課

が
、
行
動
計
画
作
成
は
健

康
課
が
担
当
す
る
。

◎
福
生
市
子
ど
も
・
子
育

て
審
議
会
条
例

　

福
生
市
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
が
平
成
26
年

度
に
期
間
満
了
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
昨
年
８
月
の

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
施
行
に
伴
い
、
子
ど
も

に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て

調
査
、
審
議
す
る
機
関
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

▽
平
成
25
年
度
福
生
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

市
内
小
・
中
学
校
が
東

京
都
の
委
託
事
業
の
推
進

校
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
、

町
会
等
会
館
建
設
費
補
助

金
に
対
し
て
助
成
金
が
交

付
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ

た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、
既

決
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
４
６
３
３
万

１
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
２
１
７
億
７
６
３
３
万

１
千
円
と
定
め
よ
う
と
す

る
も
の
。
歳
入
の
う
ち
、

都
補
助
金
２
５
０
０
万
８

千
円
は
、
高
齢
者
の
振
り

込
め
詐
欺
被
害
防
止
対
策

及
び
悪
質
商
法
詐
欺
被
害

防
止
対
策
事
業
に
対
す
る

交
付
金
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

改
良
工
事
に
対
し
交
付
さ

れ
る
土
木
補
助
事
業
補
助

金
等
で
、
雑
入
１
５
３
８

万
２
千
円
は
、
町
会
等
会

館
建
設
費
に
対
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成

金
等
で
あ
る
。
歳
出
の
う

ち
、
消
費
者
啓
発
事
業
委

託
料
２
１
９
３
万
４
千
円

は
振
り
込
め
詐
欺
等
の
消

費
者
啓
発
に
、
市
道
改
良

事
業
費
の
工
事
請
負
費
２

４
０
０
万
円
は
市
道
１
３

８
号
線
の
改
良
工
事
に
充

て
る
も
の
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基

づ
く
自
治
功
労
表
彰
に
つ

い
て

　

副
市
長
及
び
助
役
と
し

て
通
算
８
年
の
長
き
に
わ

た
り
市
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
坂
本
昭
氏
を
自
治
功

労
表
彰
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基

づ
く
自
治
功
労
表
彰
に
つ

い
て

　

教
育
長
と
し
て
12
年
の

長
き
に
わ
た
り
市
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
宮
城
眞
一

氏
を
自
治
功
労
表
彰
す
る

も
の
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基

づ
く
自
治
功
労
表
彰
に
つ

い
て

　

教
育
委
員
会
委
員
と
し

て
12
年
の
長
き
に
わ
た
り

市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

長
谷
川
貞
夫
氏
を
自
治
功

労
表
彰
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基

づ
く
自
治
功
労
表
彰
に
つ

い
て

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

と
し
て
12
年
の
長
き
に
わ

た
り
市
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
細
谷
弘
一
氏
を
自
治

功
労
表
彰
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基

づ
く
一
般
表
彰
に
つ
い
て

　

町
会
長
等
と
し
て
多
年

に
わ
た
り
市
の
行
政
に
貢

献
さ
れ
た
石
川
豪
一
氏
、

笹
本
勇
司
氏
、
社
会
教
育

委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た

り
市
の
行
政
に
貢
献
さ
れ

た
日
野
さ
よ
子
氏
、
学
校

医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

市
の
行
政
に
貢
献
さ
れ
た

波
多
野
元
久
氏
、
学
校
歯

科
医
と
し
て
多
年
に
わ
た

り
市
の
行
政
に
貢
献
さ
れ

た
河
野
紹
芳
氏
、
防
災
会

議
委
員
と
し
て
多
年
に
わ

た
り
市
の
行
政
に
貢
献
さ

れ
た
宮
川
榮
次
氏
、
交
通

安
全
推
進
委
員
会
委
員
と

し
て
多
年
に
わ
た
り
市
の

行
政
に
貢
献
さ
れ
た
乙
津

慎
一
氏
、
明
る
い
選
挙
推

進
委
員
と
し
て
多
年
に
わ

た
り
市
の
行
政
に
貢
献
さ

れ
た
今
野
多
美
子
氏
、
保

護
司
と
し
て
多
年
に
わ
た

り
市
の
行
政
に
貢
献
さ
れ

た
島
田
晏
治
氏
、
公
民
館

運
営
審
議
会
委
員
及
び
青

少
年
問
題
協
議
会
委
員
と

し
て
多
年
に
わ
た
り
市
の

行
政
に
貢
献
さ
れ
た
髙
水

清
安
氏
、
消
防
団
員
と
し

て
多
年
に
わ
た
り
市
の
行

政
に
貢
献
さ
れ
、
現
在
も

な
お
御
活
躍
の
高
野
恒
行

氏
、
降
駒
春
徳
氏
、
久
下

和
春
氏
を
一
般
表
彰
す
る

も
の
。

◎
福
生
市
営
プ
ー
ル
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
　

福
生
市
営
プ
ー
ル
へ
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
に
あ
た
り
指
定
管
理
者

を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
候
補
者
は
選
定
審

査
会
で
審
査
し
、
指
定
期

間
を
平
成
25
年
７
月
１
日

か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日

ま
で
の
４
年
９
カ
月
間
と

す
る
も
の
。

◎
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ

い
て

　

市
道
第
１
０
２
３
号
線

は
現
在
、
一
般
交
通
の
用

に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
市
道

と
し
て
管
理
す
る
必
要
が

な
い
こ
と
か
ら
、
隣
接
土

地
所
有
者
か
ら
の
申
し
出

を
受
け
、
全
部
廃
止
し
て

払
い
下
げ
及
び
市
道
部
分

に
存
す
る
隣
地
土
地
所
有

者
の
土
地
と
交
換
を
す
る

も
の
。

▲福生市表彰式で表彰された方々

今
定
例
会
の
各
委
員
会
で

審
査
さ
れ
た
結
果
、
不
採
択

と
な
っ
た
陳
情
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

◆
不
採
択

○
行
政
手
続
条
例
と
契
約
事

務
規
則
の
関
係
解
明
を
求
め

る
陳
情
書
（
25-

４
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

用
語
の
定
義
上
の
解
釈
の

問
題
で
あ
り
、
判
例
も
示
さ

れ
て
い
る
た
め
、
議
会
で
審

査
す
る
内
容
で
は
な
く
、
意

に
沿
い
が
た
い
。

○
「
議
員
の
紹
介
」
の
解
明

を
求
め
る
陳
情
書
（
25-

５

号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

議
員
の
紹
介
が
な
く
て

も
、
陳
情
書
と
し
て
取
り
扱

い
、
請
願
書
と
同
様
に
審
査

を
し
て
お
り
、
意
に
添
い
が

た
い
。

○
昭
和
39
年
最
高
裁
判
例
の

誤
読
と
準
備
行
為
論
の
克
服

を
求
め
る
請
願
書
（
本
件

は
、
紹
介
議
員
が
い
な
い
た

め
、
福
生
市
議
会
会
議
規
則

第
１
４
４
条
の
規
定
に
よ

り
、
陳
情
書
と
し
て
の
取
り

扱
い
と
す
る
。
）
（
25-

６

号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

判
例
に
つ
い
て
、
変
更
を

求
め
る
こ
と
は
、
司
法
の
問

題
で
あ
り
、
議
会
で
審
査
す

る
内
容
で
は
な
く
、
意
に
沿

い
が
た
い
。

討
論

●
平
成
25
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

■
反
対

　

今
回
の
補
正
予
算
に
含
ま

れ
る
生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
改

良
委
託
料
は
、
生
活
扶
助
基

準
の
引
き
下
げ
を
実
行
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
生

活
保
護
家
庭
、
特
に
、
子
育

て
世
代
を
直
撃
す
る
。
食
事

の
質
の
低
下
、
健
康
や
発
達

へ
の
深
刻
な
影
響
も
危
惧
さ

れ
る
。

　

さ
ら
に
、
生
活
扶
助
基
準

の
引
き
下
げ
は
、
福
生
市
に

お
い
て
も
、
就
学
援
助
や
保

育
料
な
ど
、
54
件
も
の
施
策

の
引
き
下
げ
に
つ
な
が
り
、

生
活
保
護
家
庭
ば
か
り
で
な

く
、
低
所
得
層
全
般
に
影
響

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
下
で
、

大
企
業
が
２
６
０
兆
円
も
の

内
部
留
保
金
を
蓄
積
す
る
一

方
、
年
収
２
０
０
万
円
以
下

の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
（
働
く

貧
困
層
）
が
１
１
０
０
万
人

に
も
達
し
て
い
る
。
国
民
の

所
得
を
奪
う
政
治
か
ら
、
国

民
の
所
得
を
増
や
す
政
治
へ

の
大
転
換
こ
そ
が
必
要
な
の

に
、
今
回
の
生
活
扶
助
基
準

の
引
き
下
げ
実
行
は
、
こ
う

し
た
格
差
社
会
の
固
定
化
に

も
つ
な
が
る
制
度
改
悪
で
あ

り
、
反
対
す
る
。

■
賛
成

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
国

道
16
号
の
工
事
に
伴
う
迂
回

車
の
往
来
か
ら
市
民
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
の
市
道
改

良
事
業
の
予
算
、
消
防
団
に

対
す
る
編
み
上
げ
靴
や
救
助

用
工
具
等
の
予
算
、
子
ど

も
・
子
育
て
３
法
案
に
伴
う

新
制
度
の
実
施
に
向
け
た

ニ
ー
ズ
調
査
の
た
め
の
予

算
、
ふ
っ
さ
っ
子
未
来
会
議

に
か
か
わ
る
事
務
費
、
都
の

教
育
委
託
金
を
活
用
し
て
の

新
規
事
業
展
開
の
た
め
の
予

算
、
振
り
込
め
詐
欺
被
害
ゼ

ロ
を
目
指
し
て
全
て
の
高
齢

者
宅
を
訪
問
し
て
啓
発
を
進

め
る
予
算
等
、
福
生
市
に

と
っ
て
必
要
か
つ
重
要
な
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
生
活
保
護
シ
ス

テ
ム
改
良
委
託
料
は
、
国
の

社
会
保
障
審
議
会
生
活
保
護

基
準
部
会
に
お
い
て
生
活
扶

助
基
準
の
検
証
が
な
さ
れ
、

基
準
の
見
直
し
と
な
っ
た
こ

と
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
賛

成
す
る
。

陳　

情

　市議会は、市政等に対する皆様の要望を「請願」や「陳情」とし
ていつでも受け付けています。9月定例会では、8月30日までに提
出された請願・陳情を審査します。
◎請願
　市議会議員の紹介が必要です。議会に出された請願は、所管の委
員会に付託の上、審査されたのち、本会議で採択・不採択が決めら
れます。採択された請願は関係者（市長、その他関係機関等）に送
付します。
◎陳情
　市議会議員の紹介は必要ありません。市議会における審議等の扱
いは、請願と同様です。
◎請願（陳情）の書き方
①題名　
②紹介議員の署名（陳情書の場合
　は不要）
③請願（陳情）趣旨
④請願（陳情）事項
⑤提出年月日
⑥あて先（福生市議会議長）
⑦請願（陳情）者の住所、氏名、
　押印
※請願及び陳情は郵送ではなく持
　参してください。

請願及び陳情の提出方法

○○に関する請願書（陳情書）
紹介議員　

※
陳
情
書
に
は
紹
介
議
員
の
記
載
は
不
要
で
す

請願（陳情）趣旨
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
請願（陳情）事項
1.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
平成　年　月　日
福生市議会議長　　　　　様

請願（陳情）者
　　　住所
　　　氏名　　　　　　㊞


